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資料１．分担報告書「強度行動障害の状態にある人の地域支援体制整備プロセスに関する調査 」 

❏報告フォーマット  ❏自治体報告資料（人口規模順） 

 

資料２．分担報告書「中核的人材養成研修修了者の活動状況に関する実態調査」 

❏アンケート調査票  ❏回答概要 

 

資料３．分担報告書「広域的支援人材の活動状況に関する実態調査」 

❏アンケート調査票  ❏回答概要 

 

 資料４．分担報告書「知的障害特別支援学校における強度行動障害支援者養成研修への参加と活用に関する研究」 

❏アンケート調査票 

 

 資料５．分担報告書「行動障害の状態にある人の全国ネットワーク構築の取り組み」 

❏情報アップデート Dayチラシ  ❏アンケート調査票 
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資料１群馬県の人口・障害福祉圏域

人口（人）構成市町村圏域名

326,918前橋市①前橋

108,593渋川市、榛東村、吉岡町②渋川

246,431伊勢崎市、玉村町③伊勢崎

421,679高崎市、安中市④高崎安中

63,750藤岡市、上野村、神流町➄藤岡

64,892富岡市、下仁田町、南牧村、甘楽町⑥富岡

49,144
中之条町、長野原町、嬬恋村、草津町
高山村、東吾妻町

⑦吾妻

73,162
沼田市、片品村、川場村、昭和村
みなかみ町

⑧沼田

149,407桐生市、みどり市⑨桐生

396,832
太田市、館林市、板倉町、明和町
千代田町、大泉町、邑楽町

⑩太田館林

1,900,808３５市町村合計

①

②

③
④

➄
⑥

⑦

⑨

⑧

⑩

※令和5年10月1日現在
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これまでの取組・経緯

Ｒ２ 強度行動障害に関する陳情、請願、一般質問を頂く。
過齢児問題もあり、実態把握、支援の方向性検討のため、ＷＧを設置
委員：有識者（国立のぞみの園）、当事者団体、県関係所属

３ ＷＧを協議会に格上げ。委員に事業者（入所、通所、相談）、教育（県教委）、中核市を追加

４ 課題抽出（ヒアリング：３０施設）、モデル事業としてコンサル（事業所数：２）を実施

５ 「ぐんま強度行動障害総合支援事業」を開始

①コンサル（事業所数：最大６。他事業所からの見学を受け入れることが条件。）、事例発表会（県内事業者に公開）

②小規模な施設改修を補助（コンサルタントの助言に基づくものに限る）

６ ①コンサル対象を拡充（事業所数：最大６ 最大１０、通所、障害児福祉サービスを追加。）

②中核的人材養成研修の募集を一体化
③トレーニングセミナー（２日間）を開催（主催：自閉症ｅサービス＠ぐんま）

７ ①トレーニングセミナー（２日間）を開催（主催：群馬県）

➁補助対象を拡充し、消耗品費、研修費用を追加

③コンサルのシャドウを試行実施（有志４名）

Ｒ７ぐんま強度行動障害 総合支援事業

コンサル、補助を実施
・居住支援活用型を目指す事業所にコンサルを実施
・補助対象を拡充。施設改修に加えて消耗品費、研修費用を追加

居住支援活用型施設の確保を目指す

人材育成の取組
・中核的人材養成研修受講者の選定
・トレーニングセミナーの開催（県立しろがね学園で開催）

と組み合わせ、居住支援活用型施設の確保、中核的人材の育成に繋げる

施策検討・事業評価
・強度行動障害支援サブ協議会

施策検討・事業の評価

２

３

１

１

R7年度予算額 １１,５７３千円

特性から困難に直面しやすい
困り感を問題行動で表現

特性の理解不足
配慮の不足した環境

R7年度 強度行動障害総合支援事業による人材・事業者の育成イメージ

記録を取る
仮説を立てる

仮説を検証
当事者を理解

視覚で伝える

理解しやすい予定

視覚刺激の低減

仮説検証を繰り返し特性を理解
職員・事業者も成長

特性と環境、問題行動の
悪循環

事業者

強度行動障害当事者

仮説検証過程で環境が整備されていく
当事者が安心して生活できる

コンサルタント

【継続】

研修等

【拡充】

消耗品・研修費等補助

【新規】

施設改修補助

【縮小】

仮説検証サイクル全般を
サポート

仮説検証サイクルを疑似体験。
専門家の指導のもと、当事者を
モデルに実地で研修。

仮説検証用物品や基礎知識の
習得をサポート

仮説検証結果のうち、一部の
手段（刺激低減）をサポート

繰り返しの中で職員が成長

群馬県コンサルテーションの実施イメージ

総合支援事業参加者

Ａ事業所
（コンサル実施）

コンサルテーション実施

・現地で見学
・ＷＥＢ中継で見学
・録画を視聴
・概要記録を閲覧

コンサルタント

Ｂ事業所
（コンサル実施）

Ｃ事業所

県
可能な範囲で同席し、メモ作成や中継作業をサポート

・目指すべき方向性の提示
・自閉症の学習スタイル解説
・記録の取り方と分析方法
・予定の伝え方
・アセスメントの方法

など

・支援の悩み・課題
もの壊し
他害
頻回な確認行為
こだわり行動

など

相互見学

見学

【R7実施に向けた提案資料を一部改変】

トレーニングセミナーを、しろがね学園（県立障害児入所施設）で実施

しろがね
特別支援学校

しろがね学園

しろがね学園としろがね特別支援学校は同一敷地内に所在

トレセミを実施（2days）

【実施イメージ】

・受講者１２名程度
（６名×２グループ）

★モデル２名（児者それぞれ）

・運営･トレーナーはeサービス

・モデル提供事業所がアシスタ
ントを務める（モデル情報の
提供や空き時間の対応など）

・場所の提供
・準備協力
・見学
★参加
★モデル提供

★：将来的に実現すれば望ましい項目
★見学
★参加

eサービス
本部
＠ぐんま（ぐんぐん）

・トレーナー
・運営
・モデル提供

群馬県
（障害政策課）

・委託

参加者（例）
中核的人材と所属事業所

・参加
★モデル提供
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現在の事業の効果・課題

効果
・参加事業所による新規受け入れ（入所、短期入所、通所）
・相互見学、事例発表会による標準的支援の周知
・参加事業所の姿勢の変化
「個人任せ」から「チーム支援」へ、「チーム」から「事業所全体」へ

課題
・財源
強度行動障害支援に関する国庫補助メニューで当てはまるものがない。

・コンサルの効率が悪い
基礎知識のない職員が多く、用語の解説から始めないといけない
ただ、あまり参加のハードルを高くしてしまうと、困っている事業者の参加が難しくなる

・応募する事業者の種別が限られている（ほぼ入所施設）
重い方を受け入れて頂いている入所施設の応募が圧倒的に多い。
「やりやすい方から」「成功例を通じて広げていく」という観点からいけば、通所事業所にも
受けていただきたい。

２

１

集中的支援の実施、整備状況等

実施状況
・令和７年７月時点では、実績なし

整備状況
・群馬県、中核市（前橋市、高崎市）の３者で共同整備
実施要領を共同作成、フローチャートを作成
名簿を共有

登録状況
・（Ⅰ）広域的支援人材 計４名

国立のぞみの園 ３名
県外大学教員 １名（コンサル事業の御縁から、御厚意で）

・（Ⅱ）居住支援活用型 登録なし

２

３

１

サブ
トレーナー

中核的人材

基礎・実践研修
修了者

一般の支援員

中核的人材に
よる加算施設

基礎･実践研修修了者
による加算施設

加算なし

広域的
支援人材

居住支援
活用型施設

人材の育成 受入施設の確保

状態悪化時の一時預かり
（集中的支援）中核的人材養成研修コンサルに同行

実地研修で講師を経験

：県の施策で後押し

コンサル見学
実地研修を受講

：公的研修で養成

コンサル受入れ
施設改修等補助

（将来的な）強度行動障害総合支援事業による事業者育成イメージ
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今後の展開に関する課題

【財源関係】
・強度行動障害支援に関する国庫補助メニューで当てはまるものが少ない。

【制度関係】
・中核的人材以降の道筋がはっきりしない。
・サブトレーナーや広域的支援人材について、「既に実力がある方を発掘」以外の方策がわからない。
（どのようにその実力をつけていただくか）

・国庫補助のない独自事業を実施するにあたり、常に「終期」や「どうなったら終わりか」が
問題になる。

・「県内民間法人から広域的支援人材を輩出する」というのは「節目」の候補になり得るが、
そこに至る道筋がわからないため、事業を継続するための内部調整にエネルギーが必要。

【研修関係】
・中核的人材養成研修を県で実施するにあたり、理論に関する講義（eラーニングで提供）を、
引き続き国（のぞみの園）から提供いただけるか。
（提供頂けない場合、県で同様の研修を実施するのは非常に厳しい。）
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https://www.harunire.or.jp/ogaru/index06.html
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10 17 2,413 566 23%

18 1,034 258 25%

3,447 824 24%

20 29 94 71 76%

30 49 19 39%

143 90 63%
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